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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 2,536 2.4 370 13.0 412 16.9 309 31.1

2025年３月期第１四半期 2,476 9.4 328 16.5 352 16.1 236 19.7

(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 317百万円( 37.8％) 2025年３月期第１四半期 230百万円( 15.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 25.89 －

2025年３月期第１四半期 19.72 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 34,238 21,695 63.4

2025年３月期 34,531 21,612 62.6

(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 21,695百万円 2025年３月期 21,612百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 16.00 － 18.00 34.00

2026年３月期

2026年３月期(予想) 18.00 18.00 36.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,152 4.4 706 17.0 800 19.5 523 9.0 43.65

通期 10,982 3.6 1,888 8.4 2,066 9.5 1,351 △0.8 112.79

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 12,306,795株 2025年３月期 12,306,795株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 352,100株 2025年３月期 323,900株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 11,970,188株 2025年３月期１Ｑ 11,982,895株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済の概況は、先行きについては雇用・所得環境の改善や各種政策の効果

が緩やかな回復を支えることが期待されます。しかしながら、米国の通商政策の影響による景気の下振れリスクが高

まっております。加えて、物価上昇の継続が消費者マインドの下振れ等を通じて個人消費に及ぼす影響なども景気を

下押しするリスクとなっております。また、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

このような環境下におきまして、当社グループは周辺売上増強、新商品・新サービスによる収益源の確保に努める

とともに、コスト改善による利益率維持向上に努めてまいりました。

セグメントごとの業績は以下のとおりであります。

① 冠婚事業

当事業では、よりプライベートな空間や形式にこだわらないウェディングスタイルのニーズが高まるとともに、一

部ではフルコースの問合せ数も徐々に回復する傾向がみられるものの、婚礼市場としては横ばいの状況が続いており

ます。その中で、冠婚施設においてドレスフェスタの開催、ＳＮＳやＷｅｂ、常時看板など露出を増やし施設周辺エ

リアの告知を強化、フォトウェディングや成人式などの各種衣装レンタルや写真撮影といった商品の販売強化を行い

ました。

しかしながら、婚礼施行組数は前年同期に比べ減少となり、売上高は43百万円（前年同期比22.5％減少）、営業損

失は11百万円（前年同期は４百万円の営業損失）となりました。

② 葬祭事業

当第１四半期連結累計期間より非連結子会社であった株式会社はないちりん（葬祭事業）を連結の範囲に含めてお

ります。

当事業では、建物貸切型の葬祭施設として2025年４月に「湘和会館寒川北」、リビング型葬儀ルームと貸切個室型

安置室を複数備えた「湘和会堂茅ヶ崎別館」を開業し順調に施行件数を伸ばしました。

人の尊厳を大切にし故人とゆっくり寄り添える貸切個室型安置室「貴殯室」をはじめ、多様化するご安置ニーズに

対応するべくご面会頂ける時間や施設選択の見直し、故人を生花で囲んで送る「花園」や想い出の品々で人柄を表現

する「追悼壇」、オブジェや装飾と生花を融合させた「追悼生花祭壇」、重低音から超高音まで原音を忠実に再現す

る「オリジナル大型スピーカー」により故人を偲ぶ音楽葬の提案、その他社内製作によるオリジナル商品を通じてご

家族の方々の想いを形にする提案を継続して行っております。

また、電話やメール相談を管理して集中対応するコールセンター機能を構築し、生前相談数増加と決定率向上、及

び各部に分散していた業務を一元化することによるコスト改善に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間において、当社主要エリアにおける死亡人口増減率が前年同期に比べ上昇す

る中、施行件数及び葬祭一件単価が増加したことにより、売上高は2,199百万円（前年同期比3.6％増加）、営業利益

は624百万円（前年同期比11.5％増加）となりました。

③ 互助会事業

当事業では、葬儀施行において互助会利用件数は減少したものの利用単価が補い、売上高は51百万円（前年同期比

1.6％増加）、営業利益は33百万円（前年同期比20.2％増加）となりました。

④ 介護事業

当事業では、通所介護や高齢者向け賃貸住宅で稼働効率を改善させたものの、訪問入浴の休止や居宅介護支援でケ

アマネージャー確保難により加算が取れなくなったことで、売上高は277百万円（前年同期比0.5％減少）、営業利益

は４百万円（前年同期比58.7％減少）となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,536百万円（前年同期比2.4％増加）、営業利益は370百

万円（前年同期比13.0％増加）、経常利益は412百万円（前年同期比16.9％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は309百万円（前年同期比31.1％増加）となりました。

なお、各事業の売上高、営業損益はセグメント間の取引による金額を含んでおります。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の連結財政状態は、総資産は前連結会計年度末に比較して293百万円の減少となりまし

た。流動資産では、法人税等の支払い等により現金及び預金が917百万円減少しました。固定資産は、建物及び構築物

の取得205百万円、ホテル開成の土地売却69百万円、建設仮勘定の減少107百万円等により有形固定資産が98百万円減

少、供託金の減少1,140百万円、投資有価証券の増加1,468百万円等により投資その他の資産が218百万円増加しまし

た。

負債合計は、前連結会計年度末に比較して375百万円の減少となりました。流動負債では、法人税等の納付により

未払法人税等が273百万円減少しました。固定負債では、前払式特定取引前受金が81百万円減少しました。

純資産は、前連結会計年度末と比較して82百万円の増加となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月７日に公表いたしました業績予想のとおりであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,725,808 4,808,039

売掛金及び契約資産 270,235 259,274

有価証券 1,893,140 2,192,490

商品及び製品 38,411 38,718

原材料及び貯蔵品 158,761 161,149

その他 132,185 347,902

貸倒引当金 △4,364 △3,250

流動資産合計 8,214,178 7,804,324

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,272,900 6,335,504

機械装置及び運搬具（純額） 214,154 227,292

工具、器具及び備品（純額） 165,226 167,735

土地 9,897,908 9,828,808

建設仮勘定 243,592 135,861

有形固定資産合計 16,793,782 16,695,202

無形固定資産 41,543 38,345

投資その他の資産

投資有価証券 5,308,282 6,776,306

繰延税金資産 480,704 384,641

供託金 1,912,000 772,000

敷金及び保証金 1,482,747 1,472,199

その他 297,973 295,101

投資その他の資産合計 9,481,707 9,700,248

固定資産合計 26,317,034 26,433,797

資産合計 34,531,212 34,238,122
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 191,553 160,942

未払法人税等 338,576 65,494

未払消費税等 92,459 120,382

リース資産減損勘定 14,791 14,791

その他 709,749 694,884

流動負債合計 1,347,131 1,056,496

固定負債

役員退職慰労引当金 83,912 83,912

退職給付に係る負債 212,584 220,917

資産除去債務 163,521 163,826

前払式特定取引前受金 11,070,863 10,989,281

長期リース資産減損勘定 5,916 2,033

その他 34,329 25,918

固定負債合計 11,571,128 11,485,890

負債合計 12,918,259 12,542,386

純資産の部

株主資本

資本金 785,518 785,518

資本剰余金 2,838,393 2,838,393

利益剰余金 18,289,877 18,389,655

自己株式 △265,725 △289,980

株主資本合計 21,648,063 21,723,586

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △35,110 △27,851

その他の包括利益累計額合計 △35,110 △27,851

純資産合計 21,612,952 21,695,735

負債純資産合計 34,531,212 34,238,122
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 2,476,725 2,536,461

売上原価 1,721,240 1,743,263

売上総利益 755,485 793,198

販売費及び一般管理費 427,467 422,545

営業利益 328,017 370,653

営業外収益

受取利息 716 14,562

受取配当金 18 18

掛金解約手数料 6,537 7,040

その他 18,696 23,377

営業外収益合計 25,968 44,998

営業外費用

供託委託手数料 75 74

掛金解約手数料戻し損失引当金繰入額 223 798

保険解約損 804 108

その他 177 2,294

営業外費用合計 1,280 3,275

経常利益 352,705 412,376

特別利益

固定資産売却益 － 49,132

税金等調整前四半期純利益 352,705 461,508

法人税、住民税及び事業税 62,099 53,135

法人税等調整額 54,258 98,422

法人税等合計 116,358 151,558

四半期純利益 236,347 309,950

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 236,347 309,950
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 236,347 309,950

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,123 7,259

その他の包括利益合計 △6,123 7,259

四半期包括利益 230,224 317,209

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 230,224 317,209

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 191,726 16 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月27日
定時株主総会

普通株式 215,692 18 2025年３月31日 2025年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

（追加情報）

（表示方法の変更）

従来、テナント等からの不動産賃貸収入は、営業外収益の「受取家賃」に計上し、これに対応する費用を営業外

費用の「減価償却費」に計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「受取家賃」については、「売上

高」に含めて、「減価償却費」については、「売上原価」に含めて表示する方法に変更いたしました。

この変更は、不動産の所有・賃貸及び管理に関する業務を１つの事業として認識し、当社として、不動産賃貸収

入を重要な収益基盤として位置付ける方針が明確となったためです。また地価が上昇傾向にある昨今、不動産賃貸

収入の重要性は今後さらに高まることから、事業の実態をより適切に表示するために行ったものです。

この表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っており

ます。この変更により、営業外収益の「受取家賃」に計上しておりました12,621千円は「売上高」として組替え、

営業外費用の「減価償却費」に計上しておりました2,623千円は「売上原価」に組替えております。この結果、従来

の方法に比べ、前第１四半期連結累計期間の「売上総利益」が9,998千円、「営業利益」が9,998千円増加しており

ますが、「経常利益」及び「税金等調整前四半期純利益」に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計
冠婚事業 葬祭事業 互助会事業 介護事業 計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

56,025 2,122,758 － 278,717 2,457,500 19,225 2,476,725

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 56,025 2,122,758 － 278,717 2,457,500 19,225 2,476,725

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 51,053 － 51,053 － 51,053

計 56,025 2,122,758 51,053 278,717 2,508,554 19,225 2,527,779

セグメント利益又は損失(△) △4,908 559,693 28,110 10,464 593,360 10,785 604,145

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)
(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 593,360

「その他」の区分の利益 10,785

全社費用(注) △276,127

四半期連結損益計算書の営業利益 328,017

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計
冠婚事業 葬祭事業 互助会事業 介護事業 計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

43,401 2,199,249 － 277,215 2,519,866 16,595 2,536,461

その他の収益

外部顧客への売上高 43,401 2,199,249 － 277,215 2,519,866 16,595 2,536,461

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 51,894 － 51,894 － 51,894

計 43,401 2,199,249 51,894 277,215 2,571,760 16,595 2,588,355

セグメント利益又は損失(△) △11,760 624,055 33,802 4,322 650,419 10,048 660,467

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)
(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 650,419

「その他」の区分の利益 10,048

全社費用(注) △289,814

四半期連結損益計算書の営業利益 370,653

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 145,025千円 148,794千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月７日

平 安 レ イ サ ー ビ ス 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

オ リ エ ン ト 監 査 法 人

東 京 事 務 所

指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 西 田 誠

指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 田 中 力

指 定 社 員

業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 梨 良 紀

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている平安レイサービス株式会社の2025年４月１日から

2026年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四

半期連結累計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項
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に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引

所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表

に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前

提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビ

ュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。


